




































































































































『あり思』制作日誌その十四

　ここからは、ですます調をやめて、であるだ、で。

　第一期終了後に、どこに掲載するか、とりあえずPixivに掲載した。それが「バックステージ731
」の第三回である。このままPixivで掲載を続けるかな、と考えあぐねている時に、デザインエッ
グが名乗りを上げて、パブー継続が決まったが、これからどうなるかは、予断を許さない。

　そして、キャラメルボックスの話題には触れないと、いけない。2.5次ミュージカルの台頭で、
人気が翳っていったのか、本編で触れざるをえない話題となった。

　ところで、仮題だが「アドラーＶＳフロイト」という、ゲーム内で戯曲をかけたい。

　海外の演劇で似たような戯曲がもうあるなら、それをかけたい。

　井上ひさしとか、やってそう。

　先ず予備知識が無いと、わからないと思うが、「レクシコグラファーロマン」と同じで、両雄

ならび立たずである。近松門左衛門が心中ものをいくつか作るように、同じ系統の作品、ＳＦ、

サイエンティスト・フィクションもの、『プレデター対エイリアン』の科学者版が「レクシコグ

ラファーロマン」と「アドラーＶＳフロイト」になるだろうか。

　ＳＦのクリーチャーは、マッドサイエンティストのシャドウなのか、ゲーム史だと、Dr.ワイリ
ーとDr.ライト、Dr.イーモンとDr.ワルナッチ、『ＦＦⅦ』の宝条博士と自分の身体を改造して味方
になるヤツ、プレイしたことがないから、名前忘れちゃった。

　そんなどうでもいいことは放っておいて、心理学と精神分析は、顕教と密教の違いのような、

ブッダ発生の仏教から小乗と大乗、二つに分れるように同じ人間の内面を研究する学問でありな

がら、流派が分れる。

　小説『パンク侍』であった政敵同士の家老二人みたいに、あっちが洋楽を聴くと、こちらは邦

楽を聴く。こちらが洋画を観ると、あちらは邦画を観に行く。変な逆張りをして、傍から見ると

いがみあっているように見える。

　そのもっともたるものが、アドラーの目的説かフロイトの原因説かで、もめる。

　これは高橋源一郎も、「ヒステリーを起す女性が全て、幼児期に虐待を受けているなら、その

被害者の人数から考えて数が合わないのでは？」と、批判的な目を向けていた。原因説で、よく

批判される点だろう。この人数のミステリーに目的説・目的論なら、ある程度説明がつく。

　ただ、目的が悪いんだと、なってしまうと痴漢に対して声を挙げられないなら、目的が無いか

ら痴漢行為を許してしまう事になる。それは「飛躍がある」と考えるのなら、アドルフ・アドラ

ーに言わないといけない。

　ヒステリーを起さないと再び性虐待をされてしまう恐れがある、単なる自己防衛本能であって

、そういう本人に意識としての目的なんてないんじゃない？　機能主義としての遺伝的傾向が実

はあるのか、私は知らないが、こうして分子生物学が出てくると、今までの学問が更新される

ので、戦前に生まれたアドラー心理学も、その荒波に揉まれる。ところが学会を作って、それが

なんか“教団”めいている。



　ギリシャ哲学由来とか、箔をつけるために権威主義だから、ピタゴラス教団みたいなモノにな

ってしまったんじゃないか。

　第一次世界大戦に軍医として従軍して、シェルショックになる兵士たちを「意気地なし共」

と思っていたのか、『ブラックジャック』で「アナフィラキシー」の回のような事があって、と

想像はできる。

　医療の本質、使い方次第で薬にも毒にもなるというのが、アドラー心理学にもある。万人に効

く良薬ではない。毒なめさせられた人が文句言ってきたら、「教団」の対応をしていたのでは？

　という具合に、博士達のディスカッションでダイアローグドラマを作る。

　どの分野でもある、聖徳太子が和を持って尊しと成せの仏教思想を空海と最澄が引き裂いてし

まう、歴史の皮肉のような、そんな話である。

　折衷案で両方あると、するのが後進の浅知恵、先輩二人を立てていたユングはオカルト研究

に向ってしまうって、この二人の“師匠”“先輩”を見ていると、すごくわかる。『稲中卓球部』で友
情と恋愛の板ばさみにあってしまい電信柱にケンカを売るように、オカルトに逃げる、オカルト

に傾倒するって、すごくよくわかる。彼のオカルト研究が後のファンタジー小説に影響を及ぼし

ていると、『エレミ』の元ネタであると、言いたくなる。（たぶん関係ない）

　やがて、フロイトに弟子として可愛がられていたユングも、別れてしまう。気を使って二人に

否定的な論陣は張らなかったのに、最終的には師匠と袂を分ける。

　アドラーはマイケル・サンデルみたいな共和主義に寄った学者、どの国にもいるアメリカの共

和党支持のおじさんの、ドイツ語圏版じゃないか。どうも、コミュニタリアリズムに、寄せよう

とする。

　後天的に付けた作家性のために、宗教劇にするつもりだけど、それはアドラーはユダヤ人だ

けど、ユダヤ教からキリスト教に改宗する。

　これまた微妙な人。

　だから、アドラー心理学そのものに罪は無くとも、これを利用した、たとえばブラック企業の

経営者に悪用されてしまうとか、「おれたちの企業に共同体意識を持て」みたいな、そういう事

になって見返りを求めないんだから、ボーナスも無しとかに社員教育をされていた歴史があって

、密教的に秘して教えられていた、その一番の悪用者と言えるのが、ナチスドイツなんではな

いか？　ナチスに協力したくて、キリスト教に改宗したのでは？　本人は第二次世界大戦中に亡

くなる。

　アドラーの言う共同体意識は、簡単に全体主義に回収されてしまっただけなのか、それとも全

体主義化するための言説であるか。いろいろ考えると、どうしても、ナチズムと親和性が高いそ

うなのだ。

　シオニズムがナチズムの起源であるのは、かなり端折って説明すると約束の地は東方生存圏に

なり、ユダヤ民族主義はアトランティス大陸の北側を起源とするアーリア人の純血主義になって

いく。

　原因ははっきりせず複数だけど、目的なら一つや二つにできる。大衆心理なら、目的を一つに

すれば、コントロールできる。



　共同体意識は原語ではわからないが、ナショナリズムかコミュニティの活用的なドイツ語であ

るはず。ナチスもアドラーが否定的な理想化された共同体なのだけど、アドラーは幾つも予防線

を張っている、それは他の学派から攻撃されてきた歴史があるのだろう。

　ピンからキリだけど、『三匹のおっさん』みたいな最少の理想化されたコミュニティは実際に

無いから、無いからフィクションとして求められるのである。

嫌われる量と自由の量は比例する。好かれる自由もあるのでは？　新・自由主義的なことで、嫌

われることは多々あるけど、自由

　ここに、「嫌われたくなかったら、オレたちの全体主義に入れ」という、アドラーのプロダク

トデザイン（同時期の考え）、カバーは共同体主義だけど中身は全体主義の回路になっている

んじゃないか？　あるいは回路だけを交換している。

　自分たちはフロイト学派につっこみを入れるが、自分たちはつっこまれるのがイヤだと、予防

線を張りまくっている。だから、舞台装置的に、いくつものロープが張られて、『嫌われる勇気

』でも引かれるアレキサンダー大王が切った結び目のように、

　一本切るごとに、一場が終わる。

　「トラウマは無い」で、記憶力が悪くなってすぐに思い出せなかったが、東京五輪の女子バレ

ーボール監督さんと同じ事、骨折している選手に「折れてない」と、事実に則していないこと

を言って出場させた。まあ、近年の悪質タックルと同じ。

　否定すべき精神論で、偽薬や暗示をしている事に、自白しない。

　治療法が確立していなかったから、暗示によって自己暗示を解消する「いたし方のない民間

療法」で、根治する事はできないというか、空元気しか与えられないのではないか？

当然、第二次世界大戦前に出てきた学問だから、古くて時代遅れに決まっている。

　賞罰教育がよくないと主張するのも、自己弁護であって、この体育会系の逆らったら殴って思

い知らせるのを支持すると連座で責任を取らされるから、言っている詭弁にすぎないんじゃな

いか？

　民主党議員の批判の代替案がないと言われると、少し苦しいが、行過ぎた賞罰教育は良くない

。エリートは高い賞、ボーナスを受けることを親に教育されている、賞与偏重教育を

円谷幸吉を追い詰める大松監督、その責任というか、今でもとらせない。

　エディプス・コンプレックスは最近は否定されているのは、アドラー学派の暗躍で、「トラウ

マは無い」という学派の主張を強調するあまり、フロイト学派の言説を攻撃しているのではな

いか？　このあたりの事情は、サイエンスライターも知っていたけど、書けないんじゃないか？

　（アドラー心理学系統なのか進化心理学ではウェスターマーク効果を例にあげてエディプス・

コンプレックスに否定的だが、オイディプスストーリーをかえって裏付けているように見える）

　ブレヒトの「三文オペラ」がメッキ・メッサーをヒトラーとなぞらえるか、それともナチスド

イツの魔の手から逃れる人かで、ぜんぜん評価が違う。

　正直、アドラー心理学には、反発もある。私は末っ子だけど、「末っ子は甘えん坊で問題児だ



」と、末っ子をバカにしてないか？　みたいなことをアドラー心理学者は書いたりする。それは

前述した「ヒステリーを起す女性が全て、幼児期に虐待を受けているなら、その被害者の人数か

ら考えて数が合わないのでは？」と同じように、「それはデータの母数として本当に量的に正し

く出ているの？　実験に非協力的で長男・長女・中の子を除外しましたはないの？」と反論す

ると、「これだから末っ子はダメなんだよ」と返されるだろう。

　それを越えて、人間の内面を探ろうとした人々の話を書きたい。

　斎藤美奈子を通過した邪悪な読者だと、末っ子いじめの論理武装を与える、用法を間違えると

薬が毒になる優生学と同じ、植松聖被告のような人物を最終的に生み出しはしないか。

　それに対して、自分たちは悪用された被害者だと、どのカルト教団も、被害者を主張する手法

　自然科学のように、再現性は得られないから、精神分析や心理は偏りが得られるだけ。再現性

を否定する、そのあまのじゃくさんが実験に非協力的なのは、否めないのは、仕方ない。

　もし、ある国で心理実験の追試をして、そういうあまのじゃくさんがいない結果が出たら、そ

の国は全体主義の国であり、その国民を全体主義化できていることになる。サンプルデータが見

つかる。

　精神分析と心理学が分れるように、ルドロジーも分れる。

　意図か不意図かは、原因論や目的論と同じで、あまり止揚に向ってはいかず、対立の溝を深め

るだけ。

『パックマン』の作者と言われる方の日本ルドロジー協会側と、それ以外。現実にそうなってい

るから、アドラーとフロイトの仲間割れの物語にシンパシーを得ている。

　脳科学をかじったら、誰でも出せる、わざわざ書くことでもない

　

　川島教授のような資金潤沢で設備もある所で、母数調査の量も多い。

　被験者に脳波センサー・血流センサーをつけて、パイディアがあるのは、ドーパミンが出てい

るところから脳波が、血流が集まっている。

　光トポグラフィー（トポグラファー？）ですぐわかる。

　ルドゥスがあるのは、ベータエンドルフィンが出ている。戦争の眩暈が、アドレナリンが出て

いると、考えられる。

　ドーパミンが出なくなるのが、あそびに飽きる。

　さらにオキシトシンが出ているのには、女性向けゲームと男性向けゲームの差が出る。ジェ

ンダーが発見できる。これをジェンダーの強化に使うか、使わないかで、毒にも薬にもなる。

　これは個人差のフローチャンネル、

　腸詰のスライスである。

　脳科学をかじったら、こうして誰でも出せる、私でも出せるから、誰でも出せる。テストチェ

ックは、蛇足ではないだろうか。アインシュタインじゃないが、わかりきっている。

ただ、井上明人さんの「ゲーム性」について、パイドロジー派は決着をつけることができる。



　これができなかったら、

　「何がダメって、全部ダメ」

　優劣コンプレックスでもなく、劣等コンプレックスでもない。

　事実ありのまま。

　ミもフタもなく言うと、こうなる。

　だけど、複合感情は実はある。「教えすぎるな」と「ミもフタもなく言う」

　教えすぎちゃうと自分のものにならない。気づいたことが自分のものになる。

　ミもフタもなく言わないと、演出ができない。

　だけど、新しい観測技術やルドロジーとパイドロジーの天才が現れら、刷新される。それが科

学史でおきていた事を振り返ると、アドラー心理学も、その時期に来ている。

　パラダイムシフトに必死で抵抗する教祖・開祖の教えを守り続けるのは、目的は一つにできる

。学会のカルト化にある。

アドラーさんは塹壕の戦場まで行ってきて

戦争の眩暈を本当に感じてきたのか？　経験が浅く、シェルショックの人間をただのなまけもの

扱いしていないか？

　戯曲オリジナルの人物でナチスドイツに加担する学者、彼がゲッペルスと通じて、大衆心理を

うまく煽る術（目的は一つにできる）、そういうのを抽出して教えている。

　ユダヤ人も新しい壁を築くように、フロイトの陣地内に壁を築く、

　イスラエルがパレスチナに築いた新しい壁に見立てられる。

　ハルキ・ムラカミのような人物がスピーチしていて、卵が投げつけられて···アドラー心理学会

から文句を言われて、作れないんじゃないか？　テレビドラマにも、文句をつけてきたから、あ

やしいと感じないといけない。

　あの弟と母の話、たしか雨が降ってきたから自分を抱き寄せず、弟を抱き寄せた話を劇のシー

ンに区も込んで、

「トラウマになってるじゃないか！」

「お前がアンを閉じ込めたんだ」

　と、皆に糾弾される。

　「リチャードⅢ世」のオマージュで「死ねっ！」と、子供にも呪われる。

　舞台装置で、鍵十字を象徴する、ブロックで中二階、半地下は塹壕内で、

海外には悟られないように、国内のハルキファンが村上春樹のスピーチを読めば、ノーベル文学

賞を取る気が無いのがわからないから、大丈夫だろう。

　最後カーテンコールで「わが栄光」がかかれば、なんかカタルシスが得られる。（たぶんヴィ

クトリーコードみたいなものが入っている）

　元々、「シルエットアクター」はシャドウ（精神学用語、そして影）が主人公だから、フロイ



トの話というか、そういうものを入れたいとは思っていた。

フロイトだけじゃダメで、アドラーを出さないと面白くならない。ユングのオカルト話を「耳無

しホウイチ」みたいな怪談として挿入するとか、無理な劇性を与えないと芝居にならない。美し

い師弟愛の物語にはならない。

　「屋根裏」的だから坂手洋二、「屋根裏」の密室劇が心、精神、脳内の屋根裏部屋で海外を考

えて悟られないように。

　「レクシコグラファーロマン」を「ら抜きの殺意」系統だから永井愛さんに、「法王庁の避

妊法」がある飯島早苗さんで「教会は断食で建つる」、「アドラーＶＳフロイト」は、（恐る恐

るキーを打つ）筒井御大に、それなら「復員者の福音」は別役実さんに、頼みたい。

　本当に頼みたい。

　後は「影の王子」は、決まっている。

　それが成井豊であった。



あり思い製作日誌　改







link

　　　『ありえない未来の思い出たち』一巻　キンドル無料
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　　　Pixiv　「バックステージ731」第三回
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https://www.pixiv.net/artworks/76468509
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